
  

 

 

 

新緑が美しい季節です。４月の面談や授業参観後の通級指導教室保護者会には，お忙し

い中ご参加くださり，ありがとうございました。保護者の皆様の希望をもとに，通級指導

教室での今年度の目標を設定していきます。学習したことは連絡ファイルでお伝えします。

家庭で繰り返し学習すると効果が出るものがたくさんあります。ご家庭と連携を取りなが

ら，お子さんのより良い成長につなげていきたいです。今月もご協力をよろしくお願いい

たします。 

野田市通級指導教室親の会 

親の会への入会をありがとう

ございました。 

５月３０日（火）には，親の会

総会があります。詳細は本日，同

封した文書でお知らせしたとお

りです。総会の資料も一緒に渡

しましたので，参加の際はお持

ちください。 

 お知らせ   

☆運動会が終わった後のロング

昼休みを使って，かがやき児童・

交流会を予定しています。３１

日か６月７日の予定です。体育

館に集まり，楽しく活動します。

参観できるかどうかは，後日お

知らせいたします。 

☆小集団指導（グループ活動）の

時間やメンバー構成が決まりま

したら，連絡をいたします。改め

て参加の希望を確認します。よ

ろしくお願いします。 

 

お願い 

☆自主学習用，家庭学習用で，前学年までの漢字の復習をしたい場

合，通級指導教室でプリントを準備できます。お知らせください。

週に 1 枚でも 1 年では 30 枚以上，300 文字以上の復習になりま

す。積み重ねが自然にできます。 

野田市立柳沢小学校 

通級指導教室だより No.２ 

令和 5年５月 1日（月） 

日（月） 

令和 3年４月６日 

  ５月・かがやきの予定   

９日（火） 特別日課のため 

４時間目以降の指導はありません。 

１０日（水）田植えのため，５年生の指導はありません。 

１６日（火）出張のため，６時間目の指導はありません。 

３０日（火）親の会総会のため， 

午前の指導はありません。 

２６日（金）運動会準備のため 

午後の指導はありません。 

＊今月は，運動会練習，聴力検査，歯科検診，内科検診がありま

す。学級担任の先生と相談して，できる限りふりかえを行い，指

導時間を作っていきます。変更については，連絡ファイルをご覧

ください。急に指導ができることもありますので，児童や担任の

先生と相談して決めています。連絡ファイルにお返事を書いてい

ただいたら，かがやきポストに届けるようにお子さんに伝えてい

ただけると助かります。連絡用の封筒も同様です。「おはようござ

います。」「こんにちは。」とあいさつをしてかがやき 

教室に入り，ポストに入れます。 

 



読書に親しむ子を育てたい 

映画「丘の上の本屋さん」の中の言葉を紹介します。 

〈主人公リベロの言葉〉 

「本は２度味わうんだよ。最初は理解するため。２度目は考えるため。」 

「ゆっくり読んでごらん。すると中身が体にしみこんでいく。そして，ある日不意に現れ

るんだ。」 

「物語というのはとても奥が深い。最初に感じたことがすべてじゃないんだ。読むことで

じっくり考えることができる。」 

「本は食べ物と同じだ。食べてみなけりゃ好きか嫌いかわからない。」 

 

〈映画のワンシーンより〉 

「本を読むときは一人ではない。かつてこの本を読んだ人，本に描かれている人々，それ

を書いた人，その本を誰かに届けたいと思った人を感じている。本は一人で読むけれど，

一人ではないことを教えてくれる。」 

「やはり紙の本はいい。その重み，紙質，インクの色，書体，におい，手触り，そこにぬく

もりがある。」 

 

〈カルロス・ルイス・サフォン『風の影』より〉 

「持ち主が変わり，新たな視線に触れるたび，本は力を得る」 

 

本を読んでほしいと思ったら，本を与えることから始めてみましょう。かがやきの廊下に，

何冊か本を置いています。通りすがりの４年生が手に取ってくれるのはうれしい瞬間です。 

 

短所に注目より，長所を伸ばすべし 

プロ野球の福岡ソフトバンクホークスが，野球選手の育て方について， 

「ホークスメソッド」を発表したそうです。言葉を置き換えれば，通級指導教室の理念に

通じる部分がありましたので，紹介します。 

（以下は，野球選手の育成に向けての言葉です。） 

 

 選手をよく「観」よう 

 「長所」を見つけ，伸ばすことを助けよう 

 「気づき」を与え，自ら考えることを促そう 

 小さな「成功体験」を重ねて，やる気を引き出そう 

 「競争」や「挑戦」を通じて，成長を加速させよう 

 過去の経験や知識にとらわれず，「学び」続けよう 

 周りと連携し，みんなで「育成」しよう 

 

「選手」を「児童」におきかえて，「児童をよく観よう」は，まさに，通級指導の一番大切

にしているところです。一人ひとりに応じた指導をしながら，競争や挑戦は過度になりす

ぎないように気をつけます。家庭と学級担任と連携しながら，自立の力をつけていきます。 


